
（苦情受付担当者） 

苦情受付票 

 

受付日 令和８年４月１７日（金曜日） 苦情発生時期 不詳 受付NO １ 

記入者 石田かほり 苦情の発生場所 不詳 

申

出

人 

フ リ ガ ナ 

氏 名 

 
住 

 

所 

不詳 匿名希望 

利用者との関係 本人、親、子、その他(     ) 

申出人が本人以外の

場合には、利用者の氏

名、年齢、性別を記入 

 

苦 

 

情 

 

の 

 

内 

 

容 

相 談 の 分 類 

①ケアの内容に関わる事項 ②個人の嗜好・選択に関わる事項 

③制度、施策、法律に関わる要望 

④その他(                              ) 

送迎の際、担当以外の保育者から挨拶をしてもらえないことが多く、戸惑うことがある。又、同じクラス

の保育者で合ってもその日担当でない場合には、目が合わなかったり、挨拶をしてもらえなかったりする

ことが続き、どの様に受け取れば良いのか悩む。園へ迎えに行く際にストレスに感じる時期があった。 

申

出

人

の

希

望

等 

送迎時に簡単な挨拶を交わしてくれると安心する。 

備 

 

 

考 

 

申出人の要望 ・話を聞いてほしい  ・教えてほしい  ・回答がほしい  ・調査してほしい 

・改めてほしい  ・その他〔           〕 

申出人への確認 
第三者委員への報告の要否           要  否  確認欄〔       〕 

話し合いへの第三者委員の助言、立会いの要否  要  否  確認欄〔       〕 

 

 

様式１ 



＜相談記録＞ 

・４月１７日、園長よりメールにて返答。 

想定原因 
・説明、情報不足  ・職員の態度  ・サービス内容  ・サービス量 

・権利侵害  ・その他〔                              〕 

＜対応経過＞ 

・4月17日の朝礼にて園長より全職員に周知。 

・同日、児発管会議を開き、対応を検討する。 

・4月17・18・20日、各クラス・事業所で振り返りと今後の対応について話し合う。 

 （現状・課題） 

挨拶が行き届かない場面がある。 

・子どもの対応中や他の保護者への対応中に、挨拶ができていないことがある。 

・バス送迎時、後方担当や子どもの対応に集中していると挨拶が難しい場面がある。 

・延長保育や引き渡し時など、慌ただしい時間帯に挨拶が抜けてしまうことがある。 

「挨拶をしているつもり」が相手に伝わっていない。 

・会釈だけになってしまう、声が小さい、目が合わないなど、意図せず伝わりにくい場面がある。 

・他の職員が対応している時はあえて介入しないようにしていたが、結果として挨拶がないように見えてし

まった。 

職員間のコミュニケーションにも課題 

・職員同士の挨拶が不十分なことがあり、それが保護者対応にも影響している。 

・新人職員への指導が十分に行き届いていないと感じる場面がある。 

保護者の気持ちへの配慮が不足していた 

・「無視しているつもりはないが、結果としてそう感じさせてしまったかもしれない」という振り返りが複

数あった。 

・不安定な気持ちの保護者もいるため、より丁寧な関わりが必要だと感じている。 

・4月22日、児発管会議にて各クラス・事業所で話し合った内容を共有し、事業所としての対応を検討。 

・4月23日、朝礼にて全職員に周知。HPにて苦情内容を掲載する。 

＜改  善＞ ※4月23日、朝礼にて全職員周知。 

 挨拶の徹底と質の向上 

・目を合わせて、相手に伝わる挨拶を心がける。 

・子どもの対応中でも、可能な範囲で会釈や声かけを意識的に行う。 

・バス送迎時もできる限り、全職員が挨拶を意識する。 

・「しているつもり」にならないよう、日々振り返りを行う。 

職員間のコミュニケーション向上 

・まずは職員同士がしっかり挨拶を交わす習慣づくりを行う。 

・職員への指導やフォローを強化し、全体の質を高める。 

保護者への安心感を高める取り組み  

・保護者の気持ちに寄り添い、安心していただける雰囲気づくりを意識する。 

・最近お話できていない保護者には、意識的に声をかける時間を作る。 

・どの職員が担当であっても、一貫した丁寧な対応ができるようにする。 

 


